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InSAR 解析から推定された硫黄山の隆起活動 
 

2022 年 4 月上旬より霧島硫黄山頂から西火口にかけての地域で隆起現象が生じていることがわ
かっていたが，最新データ(11 月 15 日)の InSAR 解析では 7 月上旬ごろから徐々に沈降してい
ることがわかった．地表の地熱現象も沈静化の様相をみせており，調和的な結果となっている． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

謝辞：LiCS ブロジェクト(COMET)が公開している Sentinel-1 衛星のバスの自動干渉済み SAR データおよび時系列
解析ツール LiCSBAS (Morishita, 2020)を使用した.地図描写には地理院地図を用いた．ここに記して感謝する. 

第 2 図 InSAR 解析から推定された硫黄山山頂および西火口付近の隆起量の時間変化．右図は最近 1 年
間の拡大図．今回は南行軌道の視線方向の距離の変化のデータのみ使用しているが，唐(2022)より，硫
黄山頂部ではほぼ上下変動のみ，西火口付近では上下方向の約 0.6 倍の西向き変位が平均的に求められ
ているので，その値を使用して上下変位に換算している． 
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第 1 図 Sentinel-1の InSAR解析から得られた視線⽅向変位速度図(2021/10〜2022/10) 


